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施       ⼯   ⽇ 本 建 設 株 式 会 社

⻄宮市上甲⼦園に建つ、⽇本建設㈱の⼤阪⽀店の若⼿（独⾝）社員寮で
ある。東京⽀店、名古屋⽀店に続く、 3 棟⽬の⾃社寮となり、主な部屋
としては、寮室、寮⺟室、⾷堂、シミュレーショントレーニングルーム
である。
計画地周辺は、⼾建て・低層のマンションが多く建ち並ぶ住宅街である為、
周囲に調和しながらも存在感があるような建物とした。

屋内廊下の窓のデザインは、スラブからスラブまでのサッシとして、
幅・サッシ形状を変え、リズム感のある配置とすることで、単調になり
がちな廊下側のファサードに動きを持たせ、咲都寮の顔となるデザイン
とした。バルコニー側についてもRCの⼿摺壁、格⼦⼿摺、ガラス⼿摺、
マリオンを使い分け、配置することで、北⾯のファサードと統⼀感のある
デザインとした。

この建物の 1 番の特徴は、「S造の建物をRC造のように⾒せたい」という
ところである。開⼝制限や躯体のボリューム感によりプランに制約が
でてしまうことからS造を採⽤したが、RC造のような重厚感や重みは表現
したい。そこで、各階スラブのコンクリートをあえて⾒せて際⽴たせた
横ラインやパラペットはRC造と思わせるには⼗分な要素となった。また、
外壁材にはALCを使⽤しているが、外断熱⼯法を⽤いて⽬地を⽬⽴たなく
する事で「RC造のようなS造」を実現した。それに加え、直感的な重さ
を表現する為に 1 階のみ仕上を変え、 1 階の外壁仕上げは⼆丁掛タイル
と⼤⾕⽯貼りとし、上階は明るめの⾊味を採⽤し、対⽐によりさらに⾜元
の重厚感にこだわった。
 （北本順⼦／⽇本建設）

作 品 作 ⾵

所 在 地 兵庫県⻄宮市上甲⼦園4ｰ13ｰ3
敷地⾯積 1,822.49㎡
建築⾯積  555.42㎡
延床⾯積 1,651.45㎡
構造規模 S造 地上 4 階
⼯  期 2021年10⽉〜2022年 4 ⽉
撮  影 ⻑屋明／Buddy'P
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庭を臨む⼤開⼝



⾷堂

寮室⾷堂でご飯を⾷べる寮⽣の様⼦

シミュレーショントレーニングルーム

勉強スペース

勉強を教える寮⽣の様⼦




